計算力学（SS専門科目）
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科目名：計算力学（英文科目名：Computational Mechanics）

　　　　2単位　選択　電子システム工学専攻１年　前期　
担当教官：山下  進　（居室：機械工学科棟3階）

　　　　Tel: 0285-20-2210    E-mail: syama@oyama-ct.ac.jp
授業目的：

現象のモデル化の考え方を理解する。

差分法の考え方を理解する。

有限要素法の考え方を理解する。

達成目標：

自然現象のモデル化ができる。

微分方程式を連立１次方程式に変換できること。

微分方程式を差分法や有限要素法で近似的に解けること。

　

・・・プログラムの学習・教育目標： (A),(B)

　JABEE基準1の（1）との関係： (c), (d)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：特に指定しない。

参考書：

１．川井忠彦 他「計算力学入門」森北出版(1993)

２．登坂宣好 他 「偏微分方程式の数値シミュレーション」東京大学出版会(1991)

   ３．     O.C.ツィエンキーヴィッツ 「マトリックス有限要素法」培風館(1975)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

計算力学とは（２週）

行列・ベクトルの復習（１週）

連立１次方程式の数値解法（１週）

差分法（１週）

有限要素法（１）１次元ポテンシャル問題（２週）

有限要素法（２）１次元非定常熱伝導問題（４週）

有限要素法（３）２次元弾性問題（４週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　　１．中間試験、期末試験（8０％）

２．演習レポート（2０％）

ただし、問題や課題の解答内容が６０％未満のものについては評価の対象にしない。

連絡事項：

　　１．講義は、教室において原理の説明、手計算による演習を行うので、電卓あるいはポケコンを

        必ず持ってくること。

    ２．微分、積分、行列、ベクトルの復習をしておくこと。
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